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～堀をめぐらせた八木氏の館～

史跡八木城跡　史跡整備に伴う発掘調査

２０１５年１１月３日
養父市教育委員会

【はじめに】

　殿屋敷遺跡は、平成元年度に圃場整備に伴う発掘調査により初めて堀の一部を確認しました。その後、平成

19 ～ 23 年度の 5 年間で遺跡の内容を確認する目的で発掘調査を実施しました。その結果、一辺約 80m の

館の中心部を取り囲む堀を確認し、16 世紀代を中心とする八木氏の館であることが判明しました。

　殿屋敷遺跡の北西側にみえる山上には、八木氏（のちに別所氏）の城である八木城跡と土城跡があります。

殿屋敷遺跡はこれらの城跡とともに国指定史跡となっています。

　今回の調査は、平成 27 年度から実施する史跡整備に向けての遺跡の内容確認を目的として実施しました。
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　殿屋敷遺跡の中心部である、堀に

囲われた区画の南西コーナー部では、

南堀に沿って東西方向に築かれた石

垣を約 10.5m にわたって確認しま

した。

　この部分では、南堀は幅 2.5m、

西堀は幅 2.7 ～ 3.7m です。堀の内

側は外側と比べて 1.5ｍ程度高くなっ

ています。石垣は上部が崩れている

部分も多く、堀内には崩れ落ちたと

みられる石が確認できます。

　

　

殿屋敷遺跡周辺の遺跡

　殿屋敷遺跡の周辺には、八木城跡

をはじめ、八木氏・別所氏にかかわ

る遺跡が存在します。

　八木城跡は本丸に高さ８ｍを超え

る石垣をもち、八木氏に代わって城

主となった別所氏により、石垣を持

つ城へと改修されました。

　御里遺跡は別所氏の城主館と考え

られる遺跡です。城主の館は 16 世

紀後半に殿屋敷から御里へと移され

ました。

東から殿屋敷遺跡と八木城を望む

　殿屋敷遺跡は八木川北側の、南へ

緩やかに傾斜する段丘上に立地しま

す。左の写真手前の方形の区画が遺

跡の中心である城主館の範囲です。

　今滝寺川を挟み、西側には八木城

があり、国道９号線の南側、現在の

八木地区の集落は城下町でした。

　山陰道を中心街路としてその両側

に家々が並ぶ地割りは、城下町の名

残と考えています。

堀で囲まれた区画の南西部
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内部構造　館の中心部は、南へ傾斜する地形に合わせて

段差の付く雛壇状となっており、それぞれの段差には畑

や水田として利用されたときの石垣が残っています。

　現在みられる段差部分の調査では、人工的に土を盛っ

た状況が確認でき、館の敷地を整地する際の造成による

ものと考えています。これら造成土からは 16 世紀中ご

ろ以前の遺物が出土しますが、今回の調査では、備前焼

の擂鉢のほか２枚重ねられた状態で土師器の皿が出土し

ました。造成の際の地鎮的な意味合いが推測できます。

　こうした造成土は、段差部分で実施したすべての調査

地点で確認でき、現在の地形は館が機能していた段階の

地形を反映していると考えています。

　館の建物配置などは、地面が削り取られているため明

確な建物遺構が確認できず、未解明です。今回の調査で

は南北方向の石組溝を検出しました。こうした溝は建物

の雨落ち溝や館内部の区画溝となる可能性があります。

堀の南西部と石垣　堀の南西部では、南堀が幅 2.5m、

西堀が幅 2.7 ～ 3.7m です。石垣は南堀の北側で、堀か

ら 30 ㎝程度の間隔を空けて築かれています。

　石垣は最大 60 ㎝程度の自然石や粗く割った石を横目

地が通るように横長に積み上げたもので、勾配はほとん

どなく、直線的に立ち上がります。石垣の高さは最大

80 ㎝程度です。石材間に小さな石（介石）を詰めて調

整していますが、裏込め石はみられません。

　石垣を積む部分は硬く締まった地山であり、削って平

らに整地しています。

　石垣は現在長さ 10.5m を確認していますが、さらに

調査区外の東側に延びています。東側は調査を実施して

いないため、石垣の範囲は不明です。

北堀　北堀は４箇所で確認し、そのうち西側の調査区で

堀に埋まっている土を掘削しました。

　堀の幅は 5.5 ～ 6.1m です。西側の調査区では、深さ

は 2.5m（堀の北側からの計測値）です。堀は断面の形

が逆台形で、底が平らになっており、「箱掘」と呼ばれる

ものです。堀底からの傾斜は約 47 度であり、急斜面と

なっています。

　堀は、最終的には人の手による埋戻しによって埋没し

ていますが、下部には自然の堆積があります。この自然

堆積層は水分を多く含んでおり、自然木や木製品が腐ら

ずに残っていました。焼けて炭化した木片、板状・棒状

の木製品のほか、漆を塗った木製品が出土しました。

【おわりに】

　殿屋敷遺跡は平成元年度に確認され、その後の調査の

積み重ねにより、八木城主八木氏の館の状況が次第に明

らかとなってきました。

　今回の調査成果では、南堀に伴って築かれた石垣を確

認したことが特筆されます。殿屋敷遺跡の石垣は、豊臣

大名である別所氏が築いた八木城の石垣と比べて古い特

徴を持っており、八木氏の時代に築かれたものと考えて

います。堀で囲まれた城主館で、さらに堀に伴なう石垣

を持つ例は、非常に珍しく、貴重な事例です。また、今

回確認された石垣は、石垣の構築技法の面でも、技術の

発展段階を示す事例として重要な資料となります。

　殿屋敷遺跡は平成 27 年度から史跡整備を開始します。

整備に当たっては、可能な限り本物の遺跡を残し、後世に

引き継ぐことを第一とし、遺跡は地面の下に保存します。

　ふるさと養父市には多くの埋もれた歴史があります。

この機会に養父市の歴史を見つめ直し、史跡整備への一

層のご協力をお願いします。

【調査の概要】

　今回の調査では、館を囲む堀の南西部と南堀に伴う石

垣、北堀、館内部の段構造、石組溝などを確認しました。
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